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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 
本研究では、光エネルギーによって誘起される分子の動きを物質の輸送に活用することを最終目的とする。
そのために、我々が開発した光応答性蝶番分子の動きを活用することを特徴とする。光応答性蝶番分子と
は、光刺激に伴い、板状分子（大環状アゾベンゼン）の形状が折れ曲がったり平面状になったりを繰り返
す化合物であり、蝶番の動きと類似している。このような分子のダイナミックな構造変化を、上で述べた
ような機能を発現させるためには、最適な分子をデザインすることが必須である。われわれは本研究課題
を開始する前に、非環状化合物と比較することにより、大環状アゾベンゼンの環構造が分子の動きに重要
な役割を果たしていることを既に明らかにし報告してきたが、環の大きさと反応性や分子の動きとの相関
については明らかではなかった。そこで本研究では、目的に合った機能を発揮する分子を設計するという
基礎的な視点から、有機合成化学、光化学および理論化学計算を駆使し、分子の構造と光応答性の関連に
ついて詳細に検討することからスタートした。その結果、大環状アゾベンゼンの環を小さくすると、環の
ひずみ由来の立体効果によって、光照射前後で変化する異性体間の安定性が劇的に変化し、通常はエネル
ギー的に不安定とされる異性体をも容易に安定化できることを明らかにし、それぞれの異性体の分子構造
についても明らかにした。これらの結果は、環状アゾベンゼンの構造と光反応性の相関を明確に示してい
ることから、アゾベンゼンを活用した光応答性材料を設計する上で、適切な分子構造についての指針を提
供する重要な結果であると考えられる。現在、固体表面に蝶番分子を自己組織化によって単分子膜を作製
する事を目指し、目的分子の合成を行っている。以上の研究成果は、学術論文１報、国際学会２件、およ
び国内学会４件において発表を行った。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
The goal of this study is to transport objects physically by utilizing the molecular motion of 
photoresponsive molecules such as photoresponsive molecular hinge. The photoresponsive molecular hinge 
has been synthesized by our group and it exhibits hinge-like motion upon photoirradiation. Since suitable 
molecular design is necessary to establish the above mentioned system, we investigated the effect of 
ring strain on the photoresponsive motion of macrocyclic azobenzenes. We found that the relative 
thermodynamic stability can be completely changed by the rational design of macrocycles. For example, 
cis isomer is more stable than trans isomer in [0.0](3,3')-azobenzenophane. We are currently 
synthesizing the novel molecules which can be used in switching solid surface properties.  

 


